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学校長 杉本賢二

校 訓 「和の心」
学校教育目標 「社会に貢献しながら自立する生徒の育成」－気づき・考え・実行する－
校内研究重点 「個別最適な学びと協働的な学びで、主体的に学習する生徒を育成する」

学校教育目標重点 「生徒の良さを伸ばすための連携」

「１５歳の村への提言」を発表して助言を頂きました

昨日、12月１２日（火）に３年生が「１５歳の村への提言」を行いました。総合的な学習の時間に

各自が道志村を維持・発展させていくためのテーマや提言を考え、追求し、まとめた資料をしっか

りと伝えることが出来ました。また、発表後は参加者から助言や指導をしていただきました。

現在学校では、多様な他者を尊重し、協働して学ぶことによって学力を向上したり、創造力を

育成することが求められています。１５歳の村への提言は、中学生が村長さんや課長さん、議会

議員さん、教育委員会や教育委員さんに提言しながら共に学ぶ会でした。まさしく、多様な他者

を尊重し、創造力を生かした提言によって、地域を維持・発展させるための最上の学びの場を協

働して創り上げることが出来ました。参加者の皆様のご理解とご協力に感謝致します。

出羽議会議長さん

○ ３年生一人一人の伝える力、コミュニケーション力が高い。

○ 提言の内容の豊かさや発想が良い。

○ 道志村が好き・危機感を持つ・他者との連携・発信の大切さ等の情熱や真剣さ、物から
体験の消費の変化等の変化をよく学習していた。

○ 若い人の柔軟な発想・提言は素晴らしい。

○ 質問してもすぐに自分の言葉で返答する歯切れの良さがある。

○ 日常の学習指導や若鮎祭、合同朝の会・帰りの会等で、自分の考えを伝えたり、話し合
う力が向上し、各種大会での表彰に結び付いていると思う。

長田村長さん

○ ３年生のしっかりした発表を聞くことができた。

○ 道志村を維持・存続させたい気持ちが伝わってきた。



○ 大人では気づけない提言をもらうことができた。

○ よく勉強している。

○ ふるさと納税の返礼品を物ではなく、体験にする発想はとても良く参考になった。

１５歳の村への提言に参加して頂いた方々

道志村役場

○ 長田富也 村長 ○ 菅谷克士 総務課長 ○ 山口かおり 住民健康課長

○ 山口俊一 産業振興課長 ○ 金子尚章 ふるさと振興課長

○ 金子正太 ふるさと振興課主任

村議会

○ 出羽和平 議長 ○ 佐藤光栄 議員 ○ 山口章 議員 ○ 池谷銀重 議員

○ 佐藤喜章 議員 ○ 佐藤徹 議員 ○ 白井勝光 議員 ○ 佐藤進 議員

○ 杉本孝正 議員

教育委員会

○ 佐藤文泰 教育長 ○ 山口登美 課長 ○ 渡邉遼太郎 学校教育担当主事

○ 村田幸家 教育委員 ○加藤千嘉 教育委員 ○佐藤健太郎 教育委員

○ 山本栄嘉 教育委員

テーマ説明 景己さん 参加して頂いた方々 長田村長さん・佐藤教育長さん



千莉さん 自然と道志小中の小規模校の教育環境の良さを提言 その内容もとても良い！

山口桜愛さん 道志のソウルフード、「やしゃー飯」の活用について熱い思いを発表！

佐藤舞桜さん ライダーと村民が協力して、交通安全を実現する案や道の駅活用を提案

日下部紫龍さん スタンプラリーによる「人間関係向上・思い出・健康」に着眼した提案

山口嶺さん・加藤景己さん オリンピックロードを生かし、観光・健康・利便・エコ等を提言



佐藤雅也さん 頼朝に関わる歴史を外国人に知ってもらい、刀・弓・太鼓等の体験を提言

白井絢花さん・佐藤紗名さん ふるさと納税の返礼品を物ではなく、道志村での体験を提言

発表者全員で提言のまとめとお礼を表現 返礼品の体験・移住者のケアまで考えて見事

外国人に紹介・村祭りのお手伝も 村民への自転車普及・補助も ライダーへの提言素晴らしい

年間通した販売に行かせそう！ 豊かな自然と教育の提言は良い アプリ活用は実現可能




